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職職
場
活活
動動
を
強
化
し
、
元元
気
に

意意
欲欲
を
持
っ
て
働働
き
続続
け
ら
れ

る
職職
場場
づ
く
り
め
ざ
す

０５
賃
金
確
定
闘
争
は
、
わ
ず

か
０
・
０５
月
の
一
時
金
の
引
き

上
げ
と
２
年
ぶ
り
の
基
本
給
引

き
下
げ
、「
遡
及
実
施
」
を
行

う
０５
年
分
の
勧
告
と
５０
年
ぶ
り

の
公
務
員
賃
金
制
度
の
抜
本
改

悪
と
な
る
０６
年
度
以
降
の
「
給

与
構
造
の
見
直
し
」
と
い
う
２

本
立
て
の
史
上
最
悪
の
勧
告
の

も
と
で
の
た
た
か
い
で
し
た
。

職
場
か
ら
の
総
学
習
運
動
の

徹
底
と
１０
月
２８
日
の
民
間
労
働

組
合
と
の
共
同
の
決
起
集
会
を

は
じ
め
地
域
的
・
全
県
的
な
産

別
闘
争
の
展
開
で
、
０５
人
勧
を

０５
年
分
給
与
の
取
り
扱
い
と
０６

給
与
構
造
見
直
し
と
決
着

時
期
を
分
離
さ
せ
、
労
使

協
議
の
前
提
を
確
保
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

名
古
屋
、
名
水
労
、
港
職

労
で
は
、「
給
与
構
造
見

直
し
」を
先
送
り
に
さ
せ
、

前
半
の
重
点
課
題
で
あ
っ

た
臨
職
・
嘱
託
・
非
常
勤

職
員
な
ど
の
処
遇
改
善
・

均
等
待
遇
を
求
め
る
取
り

組
み
で
は
、
蒲
郡
、
西
尾
、

名
古
屋
を
は
じ
め
臨
職
・

嘱
託
の
現
給
を
確
保
・
改
善
す

る
結
果
を
ひ
き
だ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
０６
国
民
春
闘
と
結
合

し
た
「
給
与
構
造
の
見
直
し
」

で
は
、
地
域
手
当
を
給
与
制
度

と
分
離
さ
せ
、「
１０
％
・
現
行

水
準
確
保
」
の
要
求
を
春
日
井

な
ど
都
市
職
を
軸
に
先
行
し
回

答
を
引
き
出
し
、
町
村
職
や
未

組
織
自
治
体
・
自
治
労
単
組
へ

も
波
及
さ
せ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
き
わ
め
て

厳
し
い
闘
い
を
強
い
ら
れ
た
東

三
河
で
、
特
に
蒲
郡
で
は
、「
国

並
み
０
％
」
の
押
し
つ
け
に
固

執
し
た
当
局
に
対
し
て
、宣
伝
、

署
名
、
決
起
集
会
、
上
申
活
動

な
ど
を
反
復
し
て
取
り
組
み
、

譲
歩
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

倉
田
さ
ん
支
援
で
は
、
自
治

労
連
愛
知
県
本
部
と
西
三
河
地

区
協
が
事
務
局
幹
事
と
し
て
、

会
に
参
加
し
、
運
動
の
一
翼
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。

３
年
前
か
ら
全
国
的
な
規
模

で
取
り
組
ん
で
き
た
ト
ヨ
タ
総

行
動
の
成
功
な
ど
で
、「
ト
ヨ

タ
」
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
実
現

さ
せ
ま
し
た
。

２
月
の
最
賃
体
験
で
は
、
昨

年
を
上
回
る
２１
人
が
取
り
組

み
、
１５
人
が
や
り
抜
き
、
６
月

２１
日
の
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ

な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

た
た
か
い
の
方
向

�
０６
人
勧
に
向
け
、
一
層
の

賃
下
げ
を
狙
う
人
事
院
の
官
民

比
較
方
式
の
改
悪
を
許
さ
ず
、

「
賃
金
改
善
要
求
」
署
名
を
進

め
ま
す
。
中
央
行
動
や
民
間
労

働
者
・
労
働
組
合
と
の
共
同
を

広
げ
ま
す
。

�
成
果
主
義
に
基
づ
く
「
査

定
昇
給
」
の
導
入
を
許
さ
ず
、

地
域
手
当
の「
現
行
水
準
確
保
、

１０
％
確
保
」
と
賃
金
制
度
の
改

善
の
取
り
組
み
を
強
め
ま
す
。

�
手
当
や
時
間
内
の
労
働
組

合
活
動
の
制
限
、
互
助
会
・
健

保
・
共
済
な
ど
の
攻
撃
に
対
し
、

労
使
協
議
・
労
使
合
意
を
前
提

に
、
制
度
改
善
や
使
用
者
責
任

を
明
確
に
さ
せ
ま
す
。

�
臨
職
・
パ
ー
ト
等
非
正
規

労
働
者
の
賃
金
・
手
当
改
善
、

組
織
化
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

�
安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で

き
る
職
場
環
境
を
め
ざ

し
ま
す
。
公
務
内
外
に

か
か
わ
ら
ず
、
失
職
す

る
と
い
う
こ
と
の
な
い

よ
う
「
失
職
例
外
規

定
」
の
新
設
・
改
善
を

め
ざ
し
ま
す
。

�
ト
ヨ
タ
総
行
動
な

ど
大
企
業
の
社
会
的
責

任
を
追
求
し
、
賃
金
の

底
上
げ
、
最
賃
、
公
契

約
運
動
を
進
め
ま
す
。

住
民民
が
大大
事
に
さ
れ
る
自
治
体体

づ
く
り
を
め
ざ
し
、、
地地
方方
自
治

の
拡拡
充
め
ざ
す

�
自
治
体
リ
ス
ト
ラ
や
住
民

要
求
実
現
の
運
動
で
は
、
新
城

の
市
民
病
院
ア
ン
ケ
ー
ト
、「
尾

陽
病
院
よ
く
す
る
会
」、
名
古

屋
・
則
武
保
育
園
の
廃
園
・
民

営
化
阻
止
と
「
保
育
を
よ
く
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ご
や
」、

現
業
評
議
会
と
保
育
部
会
の

「
子
ど
も
の
食
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

�
７
団
体
共
同
で
、「
小
さ

な
政
府
・
自
治
体
」
を
住
民
の

目
か
ら
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
４
月
１５
日
に
開
催
し
、
１
５

４
人
（
う
ち
自
治
労
連
６４
人
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

�
第
３２
回
東
海
自
治
体
学
校

に
は
１６
単
組
・
１
７
５
人
の
参

加
、第
４７
回
自
治
体
学
校
に
は
、

５９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

�
「
介
護
・
福
祉
・
医
療
な

ど
社
会
保
障
の
施
策
拡
充
を
求

め
る
」
秋
の
愛
知
自
治
体
キ
ャ

ラ
バ
ン
と
愛
労
連
、
愛
知
公
務

共
闘
、
自
治
労
連
３
団
体
に
よ

る
春
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。

�
指
定
管
理
者
制
度
で
は
、

一
方
的
な
実
施
を
さ
せ
な
い
取

り
組
み
と
公
募
、
選
定
、
運
営

な
ど
民
主
化
を
求
め
て
奮
闘
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
蒲
郡
で
の

賃
金
・
労
働
条
件
後
退
、
豊
橋

市
駐
車
場
公
社
の
解
散
・
退
職

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
職
員
が
生

ま
れ
る
な
ど
、
重
大
な
問
題
が

発
生
し
ま
し
た
。

�
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定

に
あ
た
っ
て
、「
労
使
協
議
を

尽
く
す
こ
と
」
な
ど
を
求
め
る

要
請
行
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
市
場
化
テ
ス
ト
法

案
に
対
し
て
、
狙
い
と
問
題
点

を
明
ら
か
に
す
る
学
習
を
行

い
、
署
名
を
進
め
ま
し
た
。

た
た
か
い
の
方
向

�
「
は
じ
め
て
の
『
自
治

研
』」
の
学
習
を
単
組
で
進
め

ま
す
。
職
場
で
仕
事
に
関
わ
る

問
題
な
ど
を
語
り
合
う
懇
談
会

な
ど
を
行
い
ま
す
。

�
指
定
管
理
者
制
度
、
集
中

改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
を
点

検
し
、
民
間
委
託
職
場
の
問
題

点
を
検
証
し
ま
す
。

�
地
域
の
各
団
体
と
要
求
を

も
と
に
、
自
治
体
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
交
流
し
ま
す
。

�
保
育
、
病
院
、
学
校
給
食
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
、
県
本

部
の
部
会
の
取
り
組
み
を
充
実

し
部
会
の
な
い
職
種
の
職
種
別

交
流
会
の
開
催
を
進
め
ま
す
。

�
春
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ

ン
、
秋
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

に
積
極
的
に
参
加
し
、
要
求
実

現
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
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自
治
労
連
愛
知
県
本
部
は
、
こ
の
１
年
間
、「
憲
法
改
悪
、

大
増
税
路
線
を
許
さ
ず
、
み
ん
な
の
力
で
要
求
を
前
進
さ
せ
よ

う
」
と
運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
賃
金
破
壊
、
正
規
か
ら
非

正
規
へ
の
お
き
換
え
、医
療
を
は
じ
め
社
会
保
障
制
度
の
改
悪
、

増
税
路
線
の
強
行
で
、
格
差
拡
大
社
会
に
対
し
て
「
こ
ん
な
社

会
で
い
い
の
か
」
と
い
う
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
７
月
２２
日

の
定
期
大
会
で
一
年
間
の
た
た
か
い
を
総
括
し
、
方
針
を
確
立

し
ま
す
。

保育労働者の全国集会が愛知で開催（１月２８－２９日）

定期大会議案
ダイジェスト版
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〈
裏
面
に
続
く
〉

５・２７国民大行動に５万人余が代々木公園に集
まりました
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憲憲
法法
・
教
育育
基基
本本
法法
を
守
り
、

平平
和
と
暮暮
ら
し
を
守守
る
政政
治
へ

転転
換換
さ
せ
る

�
自
治
労
連
作
成
の
ジ
ャ
ン

ボ
パ
ネ
ル
を
活
用
し
、地
区
協
・

補
助
組
織
単
位
の
憲
法
学
習
が

す
す
み
、
勤
通
大
・
憲
法
特
別

コ
ー
ス
の
受
講
者
も
１
８
５
人

に
な
り
ま
し
た
。

�
「
９
の
日
」
統
一
宣
伝
行

動
を
多
く
の
単
組
が
積
極
的
に

受
け
止
め
、
法
案
の
廃
案
を
求

め
、
宣
伝
行
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

�
１１
月
の
「
憲
法
九
条
を
守

ろ
う
０５
県
民
の
つ
ど
い
」に
３
、

２
０
０
人
が
参
加
、
各
地
で
結

成
さ
れ
る
「
地
域
九
条
の
会
」

に
は
多
く
の
単
組
が
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
憲
法
改
悪
反
対
愛
知
共
同

セ
ン
タ
ー
が
１１
月
２１
日
に
発
足

し
、
署
名
な
ど
の
取
り
組
み
を

強
め
て
い
ま
す
。

�
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
大
増
税
、

消
費
税
の
引
き
上
げ
な
ど
、
大

増
税
に
反
対
す
る
請
願
署
名
や

宣
伝
行
動
の
と
り
く
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

�
高
齢
者
・
国
民
に
負
担
増

を
強
い
、
公
的
保
険
の
き
か
な

い
診
療
を
拡
大
し
て
医
療
保
険

制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
医
療

保
険
改
悪
を
許
さ
な
い
た
た
か

い
に
と
り
く
み
ま
し
た
。

�
改
悪
後
の
介
護
保
険
の
実

態
告
発
を
行
い
、
安
心
し
て
利

用
し
や
す
い
制
度
を
め
ざ
し
て

学
習
と
運
動
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
。

た
た
か
い
の
方
向

�
憲
法
学
習
を
広
げ
、
憲
法

改
悪
反
対
・
憲
法
生
か
せ
の
世

論
を
広
げ
ま
す
。
勤
通
大
・
憲

法
特
別
コ
ー
ス
の
受
講
を
全
単

組
で
取
り
組
み
ま
す
。

�
職
場
で
の
九
条
の
会
の
確

立
や
「
憲
法
改
悪
反
対
」
の
署

名
を
推
進
し
、
地
域
に
打
っ
て

出
て
、
国
民
に
憲
法
守
れ
の
世

論
を
広
げ
ま
す
。

�
「
国
民
投
票
法
案
」
や
「
教

育
基
本
法
改
悪
法
案
」
阻
止
に

全
力
を
あ
げ
ま
す
。日
米
安
保
・

基
地
再
編
強
化
を
許
さ
ず
、
核

兵
器
廃
絶
を
め
ざ
し
ま
す
。

�
消
費
税
を
は
じ
め
と
し
た

大
増
税
路
線
を
許
さ
な
い
宣

伝
、
署
名
、
要
請
行
動
を
県
下

す
み
ず
み
で
展
開
し
ま
す
。

�
安
易
な
国
民
健
康
保
険
証

の
取
り
上
げ
、
短
期
証
発
行
な

ど
を
許
さ
ず
、
制
度
改
善
を
求

め
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
、

国
民
年
金
の
一
元
化
を
許
さ

ず
、
最
低
保
障
年
金
の
確
立
を

求
め
る
運
動
を
強
め
ま
す
。

�
不
当
な
介
護
保
険
制
度
の

改
悪
や
障
害
者
自
立
支
援
法
に

よ
る
深
刻
な
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
学
習
を
強
め
、
安
心
し
て

利
用
で
き
る
制
度
の
拡
充
を
求

め
ま
す
。

�
県
知
事
選
挙
で
は
、
革
新

県
政
の
会
に
結
集
し
、
県
民
の

く
ら
し
や
健
康
、
格
差
社
会
の

是
正
を
め
ざ
し
ま
す
。

�
一
斉
地
方
選
挙
で
は
、
労

働
者
・
住
民
の
要
求
に
ま
と
も

に
応
え
る
革
新
勢
力
を
増
や

し
、
地
方
政
治
革
新
に
向
け
奮

闘
し
ま
す
。

	
参
議
院
選
挙
で
は
、憲
法
・

教
育
基
本
法
改
悪
反
対
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
守
り
、
暮
ら
し
と
平

和
を
守
る
国
政
転
換
を
め
ざ
し

ま
す
。

要要
求
前前
進進
の
取
り
組組
み
と
結結
合合

さ
せ
、、
組組
織織
の
拡拡
大大
強
化
を
図図

る�
新
規
職
員
の
組
織
化
で

は
、
青
年
が
実
行
委
員
会
な
ど

を
立
ち
上
げ
歓
迎
会
、
研
修
会

な
ど
開
催
し
加
入
促
進
を
強
め

て
い
ま
す
。
６
単
組
が
１
０
０

％
加
入
を
達
成
し
ま
し
た
。

�
臨
時
職
員
の
組
織
化
で

は
、
合
併
問
題
や
確
定
闘
争
で

の
臨
時
・
パ
ー
ト
の
要
求
で
奮

闘
す
る
単
組
で
組
織
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

�
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
師

勝
町
職
労
は
北
名
古
屋
市
職
労

に
名
称
変
更
を
行
い
、
組
合
員

を
二
桁
に
し
、
清
須
や
豊
川
で

も
合
併
後
に
旧
の
町
職
員
を
組

織
化
し
て
い
ま
す
。

�
人
事
院
勧
告
特
集
号
の
配

布
、
尾
東
地
区
協
で
は
学
習
会

の
呼
び
か
け
、
調
整
手
当
廃
止

で
は
地
域
手
当
を
同
額
に
求
め

る
宣
伝
を
行
い
、
未
組
織
労
働

者
を
励
ま
し
、
拡
大
を
図
り
ま

し
た
。

�
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

で
、
豊
橋
市
駐
車
場
公
社
が
０６

年
３
月
末
で
公
社
が
解
散
、
解

雇
問
題
が
発
生
。
た
だ
ち
に
２２

人
が
労
働
組
合
を
結
成
し
、
雇

用
の
確
保
、
退
職
条
件
の
改
善

等
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

�
春
と
秋
の
総
学
習
で
は
、

１
万
人
以
上
の
組
合
員
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

�
機
関
紙
の
活
動
は
、
組
合

活
動
を
組
合
員
に
知
ら
せ
、
元

気
の
出
る
組
合
の
大
き
な
武
器

と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
自
治
労
連
共
済
の
取
り
組

み
で
は
、秋
の
組
織
拡
大
月
間
、

春
の
組
織
拡
大
月
間
に
合
わ

せ
、
各
単
組
で
創
意
工
夫
を
こ

ら
し
た
積
極
的
な
取
り
組
み
が

さ
れ
ま
し
た
。

た
た
か
い
の
方
向

労
働
組
合
は
、「
数
が
力
」

で
す
。
雇
用
形
態
の
違
い
を
超

え
て
、
す
べ
て
の
単
組
が
、
自

治
体
や
外
郭
団
体
、
自
治
体
関

連
職
場
で
働
く
す
べ
て
の
職
員

を
視
野
に
、
組
織
化
に
全
力
を

挙
げ
ま
し
ょ
う
。

職
場
を
基
礎
に
し
た
運
動
を

進
め
る
た
め
に
は
、
組
合
員
の

要
求
、
職
場
の
要
求
で
職
場
か

ら
運
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と

が
基
本
で
す
。
職
場
で
み
ん
な

で
議
論
、
み
ん
な
で
決
め
る
、

そ
し
て
み
ん
な
で
行
動
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
そ
の
要
が
執

行
委
員
会
で
す
。
情
勢
に
的
確

に
対
応
し
、
運
動
を
推
進
す
る

た
め
、
ね
ば
り
強
く
追
求
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
職
場
で
の
世

話
役
活
動
が
重
要
で
す
。
自
治

労
連
共
済
の
意
義
と
役
割
を
深

め
、
新
規
組
合
員
の
組
織
化
、

未
加
入
の
組
織
化
な
ど
、
組
織

強
化
拡
大
と
結
合
し
て
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

��������	
�����

この街から再び自衛隊員を海外の戦争に送らないようにと２７０
人がつどいに参加

７
月
１
日
、
名
古
屋
市
守
山

区
の
区
役
所
講
堂
で
、「
も
り

や
ま
九
条
の
会
」
発
足
の
つ
ど

い
を
開
き
、
２
７
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。合
唱
サ
ー
ク
ル「
ピ

ー
ス
＆
ラ
ブ
」
の
コ
ー
ラ
ス
で

始
ま
り
、
地
元
の
作
家
・
松
山

薪
子
さ
ん
の
開
会
挨
拶
に
続

き
、
よ
び
か
け
人
の
一
人
、
守

山
革
新
懇
の
大
島
良
満
さ
ん
が

「
準
備
会
で
守
山
区
の
著
名
な

方
を
一
軒
一
軒
訪
問
し
て
呼
び

か
け
人
が
３０
人
に
も
な
っ
た
」

と
報
告
、
参
加
者
全
員
で
「
も

り
や
ま
九
条
の
会
」
の
発
足
を

確
認
し
ま
し
た
。

朗
読
グ
ル
ー
プ
「
ち
い
ち
ゃ

な
田
ん
ぼ
」
が
ス
ラ
イ
ド
で
、

絵
本
「
戦
争
の
つ
く
り
方
」
を

朗
読
し
、
参
加
者
は
真
剣
に
聞

き
入
り
ま
し
た
。

つ
ど
い
の
メ
イ
ン
、
フ
ォ
ー

ラ
ム「
わ
た
し
と
憲
法
」で
は
、

森
操
さ
ん
（
平
和
の
会
・
守
山

事
務
局
長
）
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
で
金
城
学
院
大
学
教
授
の
武

田
万
里
子
さ
ん
、
弁
護
士
の
平

野
保
さ
ん
、
元
地
元
高
校
教
諭

の
吉
田
豊
さ
ん
が
九
条
へ
の
思

い
、「
私
た
ち
に
何
が
で
き
る

か
」
を
そ
れ
ぞ
れ
発
言
し
ま
し

た
。
武
田
先
生
は
「
わ
た
し
は

憲
法
愛
国
主
義
で
す
。
憲
法
が

あ
る
か
ら
日
本
が
好
き
」
と
小

学
校
時
代
の
思
い
出
を
ま
じ
え

て
、
熱
い
思
い
を
語
り
参
加
者

に
深
い
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

仙
田
田
鶴
子
さ
ん
（
名
勤
生
協

副
理
事
長
）
が
「
生
活
を
語
る

中
で
、
憲
法
守
れ
の
賛
同
者
を

広
げ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。
最
後
に
子
ど
も
を
含

め
総
勢
２２
人
の
「
Ｍ
４
Ｕ
ゴ
ス

ペ
ル
ク
ア
イ
ア
Ｍ
・
Ｉ
・
Ｃ
」

が
、
ゴ
ス
ペ
ル
「
愛
と
平
和
を

う
た
う
」
を
熱
唱
し
、
参
加
者

に
勇
気
を
与
え
ま
し
た
。
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名
市
職
労
環
境
局
支
部

◆
最
近
目
の
疲
れ
を
よ
く
感
じ

ま
す
。
ツ
ボ
の
話
を
読
ん
で

さ
っ
そ
く
お
風
呂
の
中
で
足
裏

を
押
し
て
も
ん
で
い
ま
す
。
気

持
ち
が
い
い
で
す（
斉
藤
典
子
・

西
尾
市
職
）
◆
給
食
室
は
と
て

も
暑
い
で
す
。
毎
日
汗
だ
く
で

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！
（
藤
本

美
香
・
瀬
戸
市
職
労
）「
お
い
し

い
給
食
作
り
ご
く
ろ
う
さ
ま
で

す
」（
編
集
部
）
◆
最
近
、
サ
ッ

カ
ー
Ｗ
杯
の
た
め
寝
不
足
で
す

（
尾
崎
健
次
・
豊
橋
市
職
労
）◆

最
近
の
ガ
ソ
リ
ン
の
値
上
が
り

に
加
え
、
通
勤
手
当
削
減
の
Ｗ

パ
ン
チ
で
泣
け
て
き
ま
す
。
日

銀
総
裁
に
は
怒
り
爆
発
！
（
八

木
里
美
・
瀬
戸
市
職
労
）
◆
い

つ
ま
で
も
健
康
を
保
持
し
よ
う

と
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
ま
し

た
（
黒
田
博
子
・
蒲
郡
市
職
）

◆
日
焼
け
で
肌
が
痛
く
な
り
は

じ
め
、
敏
感
肌
の
た
め
日
焼
け

止
め
の
薬
も
使
え
ま
せ
ん
、
こ

れ
か
ら
暫
く
ツ
ラ
イ
で
す
（
内

島
真
澄
・
春
日
井
市
職
労
）
◆

４
月
か
ら
犬
山
市
職
労
の
組
合

事
務
所
で
（
書
記
と
し
て
）
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。労
働

条
件
が
悪
く
な
る
方
向
に
あ
る

中
で
、
少
し
で
も
運
動
の
力
に

な
り
悪
化
し
な
い
よ
う
お
役
に

立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

（
服
部
真
紀
子
・
犬
山
市
職
労
）

単単
組組
定定
期期
大大
会

役役
員員
紹
介

名
水
労
（
６
月
２９
日
）

執
行
委
員
長

水
谷

達
也

副
執
行
委
員
長

近
藤

睦
美

〃

大
井

丈
二

書
記
長

渡
辺

泰

書
記
次
長

佐
賀

達
也
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職職
場
の
声声

金山駅南口で憲法守ろうと呼びかける組合員

６
月
２４
日
（
土
）
の
午
後
、

金
山
駅
南
口
で
名
古
屋
市
職
労

環
境
局
支
部
九
条
の
会
が
憲
法

宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。
九
条
の

会
と
し
て
ま
ず
行
動
し
よ
う

と
、
支
部
の
会
議
を
終
え
て
か

ら
集
ま
っ
た
組
合
員
３０
人
が
そ

ろ
い
の「
九
条
の
会
Ｔ
シ
ャ
ツ
」

で
、ゴ
ミ
袋（
３
枚
１
セ
ッ

ト
）
や
花
の
種
、
憲
法
う

ち
わ
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
２
５

０
組
を
用
意
し
て
金
山
駅

周
辺
を
通
行
す
る
人
々
に

「
憲
法
９
条
を
守
っ
て
、

平
和
な
日
本
に
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
約
１
時
間

で
す
べ
て
配
布
し
、
金
山

駅
周
辺
を
清
掃
し
て
行
動

を
終
え
ま
し
た
。


